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健康への

道しるべ

〈第 71 回〉

見直してみませんか？お酒の飲み方
■問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

〈第 119 回〉

長岡院長にお話を聞きました
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

【今月のドクター】
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　	急性期医療に特化した病院となり
ました。具体的にどのような変化
がありましたか？

　	急性期とは病気になって（怪我を
して）間もない時期や、病状が安
定せず集中して治療が必要な時期
のことをいいます。医師をはじめ
他の職種の人数は微増に留まり、
職員一人あたりの業務量は大幅に
増えております。

　	今年 4月から施行される医師の働
き方改革と相まって地域の医療を
守る使命と、働く人の健康を守る責
務の間で、これまでよりも難しい対
応が求められるようになりました。
　	救急医療は 365 日 24 時間体制と
なり、当院が米沢地区ほぼ全ての
救急車を引き受ける体制になりま
した。昨年12月からは米沢市平日

　	開院して５カ月経ちました。院長
としての感想をお聞かせください。
　	新病院開院から５カ月経ち、落ち
着いて診療が行えるようになって
おります。
　	旧病院の解体、駐車場の整備が完
成するのは今年 12月の予定です。
利用する患者さんには大変ご不便
をお掛けしております。もう少し
お時間をください。

健康に配慮した飲酒に
関するガイドライン

夜間・休日診療の機能が当院救急
外来に移転し、米沢市医師会の先
生方のご支援により一次救急（入
院や手術を行わない場合）を担っ
ていただいております。おかげで
当院は二次、三次救急（紹介または
救急搬送、緊急入院や手術を要す
る場合）に特化しやすくなり、限ら
れたマンパワーで地域の医療ニー
ズに対応すべく努力しております。
　	最後に何か市民の皆さまにお伝え
したいことはありますか？

　	市民の皆さまにおかれましては、
当院職員一同限られた医療資源の
中で、地域のより良い医療の提供
に精一杯努力してまいりますので、
特に夜間・休日の救急医療の適正
な受診にご協力をいただけますと
幸いです。
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※	（飲むお酒の量）×（アルコール度数）× 0.8
（アルコール比重）で計算できます。

　純アルコール量 20g をお酒の量に換算

　春は歓送迎会やお花見などのイ
ベントの場でお酒を勧められる機
会が多くなる季節です。楽しい雰
囲気につい断れず、お酒の量も増
えがちに…。アルコールは血液を
通じて全身を巡るため、飲みすぎ
ると、いろいろな臓器に病気が起
こる可能性があります（年齢、性
別、体格により個人差あり）。
　国（厚生労働省）の飲酒による
健康へのリスクを示した飲酒ガイ
ドライン（右上の二次元コード）
では、国の基本計画において、生

活習慣病のリスクを高める飲酒量
として 1 日当たりの純アルコー
ル量※を男性で 40g 以上、女性で
20g 以上摂取した場合と定義して
おり、それ以上飲酒する人の割合
を減らしていくことを目標にして
います。
　本市でも、「米沢市健康長寿日
本一推進プラン」の中で生活習慣
病のリスクを高める飲酒者の減
少を目標に掲げています。純アル
コール量に着目しながら自分に
合った飲酒量を決めて、健康に配
慮した飲酒を心掛けましょう！

　健康に配慮した飲酒の仕方
　・１週間のうちで休肝日を設ける
　・あらかじめ量を決めて飲む
　・飲酒前に食事を取る
　・飲酒の合間に水を飲む

種類 度数 量

ビール ５％ 500ml（ロング缶１本）

酎ハイ ７％ 350ml

ワイン 12％ 200ml（小グラス２杯）

日本酒 15％ 180ml（１合弱）

焼酎 25％ 100ml

ウイスキー 43％ 60ml（ダブル１杯）




